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表紙の解説 

催し物のお知らせ（4月～9月） 
展  示 

 タイトル 期 間 内 容 

特別展示 秩父鉱山～140種の鉱物のきらめき～ 9月23日（土）～ 1月14日（日） 
140種にも及ぶ多種多様な鉱物や信玄に端を発する採鉱

の歴史、華やかだった鉱山町の歴史などを紹介。 

企画展示 

骨と皮 
～からだを支えるいろんなひみつ～ 

2月4日（土）～ 6月18日（日） 
生きものの体を支える骨と皮。生きものによってどんな
形があり、どんな役割をもっているのかを紹介。 

埼玉生きもの情報 
～最新レッドデータブックの世界～ 

7月1日（土）～ 8月31日（木） 
埼玉に生息する絶滅のおそれのある生きものについて、
最新の情報をもとに紹介。 

季節展示 

空飛ぶ夜の生きもの 1月31日（火）～ 5月7日（日） ムササビなど、夜に空を飛ぶ動物を写真で紹介。 

水辺の生きもの 5月9日（火）～9月3日（日） 水辺でみられる動植物について、写真を使って紹介。 

秩父鉱山～鉱山町の輝き～ 9月12日（火）～1月14日（日） 意外に華やかだった当時の暮らしを写真で振り返る。 

開館時間 9：00～16：30 ７・８月は17:00まで 休館日：月曜日※祝日、振替休日、７・８月の月曜日は開館 

イベント 

 タイトル 日 時 場 所 参加費 対象・定員など 

観察会 

春の雑木林を歩くin平林寺 
4月22日（土） 
10：00～15：00 

平林寺 
（新座市） 

300円 
小学生以上 

30名 

古秩父湾バスツアー 
5月13日（土） 
10：00～16：00 

場所：秩父市・小鹿野町他    参加費：4,000円  
お問い合わせ及びお申込み先： 秩父観光興業(株) 電話048-525-3701 

ミドリシジミと 
ハンノキ林の動植物 

6月25日（日） 
10：00～15：00 

秋ヶ瀬公園 
（さいたま市） 

300円 
小学生以上 

30名 
復活！宝蔵寺沼 
ムジナモ自生地を訪ねる 

7月30日（日） 
10：00～13：00 

羽生水郷公園 
（羽生市） 

 

300円 
小学生以上 

30名 

SLミュージアムトレイン 
8月18日（金） 
10：00～15：00 

寄居駅～博物館 
SL料金 
＋観覧料 

小学生以上 
30名 

長瀞 秋の岩畳 
9月23日（土） 
10：00～12：00 

長瀞駅～岩畳 300円 
小学生以上 

30名 

自然史講座 

コケと地衣でストラップづくり 
6月10日（土） 
10：00～12：00 

博物館 
科学教室 

500円 
小学生以上 

30名 

昆虫標本をつくろう 
7月29日（土） 
①10：00～12：00 
②13：30～15：30 

博物館 
 科学教室 

500円 
小学生以上 
各30名 

化石のレプリカづくり 
8月4日（金） 
13：00～15：00 

博物館 
科学教室 

500円 
小学生以上 

30名 

くらべて知ろう クモの生活 
9月30日（土） 
10：00～12：00 

博物館 
科学教室 

300円 
小学生以上 

30名 

その他の 
イベント 

国際博物館の日 
バックヤード探検 

5月14日（日） 
①11：00～11：30 
②13：30～14：00 

博物館 
収蔵庫等 

観覧料 
小学生以上 
各15名 

夏休み自由研究相談室 
7月22日（土）、23日（日） 

10：00～16：00 
博物館 
講堂 

観覧料 
小学生以上 

なし 

            ※観察会、自然史講座は事前に申し込みが必要です。詳しくはお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。 
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秩父ゆかりのフクジュソウ品種〝秩父紅″       旧暦の正月頃に咲くことから、別名「元日草」とも呼ばれ 

るフクジュソウ。寒い冬を越え、待ちに待った春の訪れを 

感じさせる花として、古くから親しまれています。 

世界でも類稀なる園芸文化を持っていたとされる江戸時代 

では私たちが普段目にする黄色いフクジュソウは「普通品」 

として庶民が楽しみ、色や形に変異のあるものは「珍品」と 

して身分の高い人々が楽しんでいたようです。 

こうした「珍品」の多くは現在では失われてしまいましたが 

今でも楽しめるものもあります。そのひとつが、秩父に自生 

していた「秩父紅（ちちぶべに）」と呼ばれる赤花系の品種 

です。写真ではオレンジ色にみえますが、咲き始めはもっと 

赤みを帯びています。今も自生しているかは不明ですが、皆野町のムクゲ自然公園をはじめ、秩父地域で時  々

植えられています。 

  平成28年度特別展「現代有用植物展～くらしと植物のステキな関係～」では、この秩父紅をはじめ、将 

軍に献上された様々な珍品のフクジュソウを描いた『珎花福壽草（ちんかふくじゅそう）』という江戸時代 

の本を展示しました。資料をお借りした千葉県立中央博物館によれば、展示に登場したのは初めてだったそ 

うです！                                   撮影・解説 木山 加奈子                                                                                                                                                           

埼玉県のマスコット「コバトン」  

http://www.shizen.spec.ed.jp/
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